
　
『
宣
誓
！
わ
れ
わ
れ　

高
校
球
児
一
同
は
、今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、家
族
、先
生
方
へ
の
思
い
を
胸
に
、今
こ
こ
に
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
喜
び
と
感
謝
の
心
を
一
番
に
伝
え
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
多
く
の
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
、
高
校
野
球
の
伝
統
を
大
切
に
し
、
常
に
前
向
き
、
素
直
な
気
持
ち
、

や
り
抜
く
根
性
を
持
ち
、
フ
ァ
イ
ト
・
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
・
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
の
精
神
で
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。』

　

昨
年
7
月
8
日
、
第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権 

静
岡
県
大

会
の
開
会
式
に
お
い
て
、
出
場
校
１
１
２
校
の
代
表
と
し
て
、
本
校
主

将
の
小
坂
汐
音
君
が
立
派
に
選
手
宣
誓
を
務
め
ま
し
た
。
同
月
15
日
㈯

に
行
わ
れ
た
1
回
戦
で
は
、
静
岡
県
立
藤
枝
西
高
等
学
校
と
草
薙
球
場

に
て
対
戦
し
ま
し
た
。
3
回
裏
に
1
点
を
先
制
し
、
5
回
終
了
時
ま
で

リ
ー
ド
す
る
展
開
。
5
年
ぶ
り
の
1
回
戦
突
破
が
見
え
て
く
る
な
か
、

6
回
表
に
連
打
を
浴
び
て
逆
転
を
許
す
展
開
。
最
後
ま
で
追
い
つ
く
こ

と
が
で
き
ず
、
惜
し
く
も
1
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
多

く
本
校
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
球
場
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
選
手
た
ち

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
静
岡
北
高
等
学
校
は
、
旧
称
「
静
岡
県
自
動
車
工
業
高
等
学

校
」
と
し
て
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
に
創
設
さ
れ
、
１
９
８
０
年

（
昭
和
55
年
）の
校
名
変
更
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。本
校
野
球
部
は
、

創
立
と
と
も
に
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
成
績
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
創
立
の
翌
年
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
初
出
場
。
１
９
７
３

年
（
昭
和
48
年
）
に
は
、
決
勝
に
て
甲
子
園
出
場
ま
で
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
、静
岡
高
校
に
１–

５
で
敗
れ
惜
し
く
も
準
優
勝
。１
９
７
５
・

６
年
（
昭
和
50
・
51
年
）
に
は
2
年
連
続
の
ベ
ス
ト
8
。
１
９
８
１
年

に
は
、
静
岡
北
高
等
学
校
に
校
名
変
更
し
て
か
ら
初
の
ベ
ス
ト
8
。
夏

の
通
算
成
績
は
、
39
勝
54
敗
。
本
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
に
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
と
な
り
活
躍
し
た
諸
先
輩
方
も
い
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
、
3
年
生
5
名
、
2
年
生
8
名
、
1
年
生
3
名
の
計
16

名
。
以
前
と
比
べ
て
、
部
員
も
少
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
先
輩

方
が
築
い
て
き
た
野
球
部
の
伝
統
と
誇
り
を
絶
や
す
こ
と
の
無
い
よ
う

に
、
日
々
一
生
懸
命
、
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
き
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、

１
０
０
回
目
の
記
念
大
会
と
な
り
ま
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
野
球

部
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
学
校
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
球
場
に
足

を
運
び
、
選
手
達
か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
今
後
と
も
本
校
野
球
部
に
暖
か
い
ご
声
援
、
そ
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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会 

長
　
平
井
　
一
史

継
続
は
力
な
り

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
様
で
会
報
（
北
風
）
も
平
成
十
一
年
の
初

版
発
行
か
ら
早
い
も
の
で
二
十
年
目
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
瀬
名
の
地
を
巣
立
っ

た
約
一
九
、五
〇
〇
人
の
卒
業
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
や
職
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
慌
た
だ
し
い
時
代
の
流
れ
に
遅

れ
ま
い
と
日
々
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
時

に
は
ホ
ッ
と
し
た
つ
か
の
間
、
通
り
過
ぎ
し
学
び
舎

を
振
り
返
り
仲
間
と
の
絆
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
の
心
の
中
に
は
自
分
の
帰
属
す
る
母
体

を
持
つ
こ
と
で
安
心
感
が
得
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
勿

論
、
家
族
が
最
小
の
単
位
で
国
が
大
き
な
単
位
で
す

が
、
人
間
関
係
の
濃
密
度
と
距
離
感
か
ら
高
校
時
代

の
友
人
と
の
出
逢
い
が
心
地
良
い
信
頼
関
係
を
得
る

機
会
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
活

躍
と
相
互
交
流
が
本
会
活
動
を
支
え
、
活
性
化
す
る

ベ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
お
互
い
の
交
流

が
深
ま
り
母
校
へ
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
結
集
で
き
る

よ
う
な
運
営
を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。
併
せ
て
同
窓

会
の
活
動
は
小
さ
な
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
絆
を
重

ん
じ
、
心
の
触
れ
合
い
や
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
飛
び
立
っ
て
い
く
後
輩
の

一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
同
窓
会
活
動

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

静岡北高等学校同窓会

郵
便
局
に
よ
る

年
会
費
振
り
込
み
の
お
願
い

❸

※
振
込
手
数
料
は
掛
り
ま
せ
ん
。

ご協力のほど宜しくお願い致します。

記入例

同窓会開催について
同窓会では、同窓会開催を応援しています。会員同士の交流を深めてもらい、強いつながりを持ってもらい
たいと思っております。同窓会では下記の内容で同窓会開催の援助を行っていますので、ぜひ活用ください。

●❷
●❶

開催後の補助金申請手順

（申請書・参加者名簿・領収書コピー・集合写真 他）

申請書 を記入して郵送するb.

※申請は実施後１週間以内に行ってください。

補助金を指定の銀行口座に振込c.

➡

➡

同窓会ホームページより
申請書をプリントアウトするa.

出欠往復ハガキ依頼・住所ラベル依頼手順

同窓会ホームページより
依頼書をプリントアウトするa.

依頼書 を記入して郵送するb.

出欠用往復ハガキ校正c. を郵便で受取る

校正の返事d. 返信用封筒に入れて郵送する

出欠用往復ハガキ・住所ラベルe. を受取る

※依頼から納品まで約４週間です
※宅配便で発送します

➡

➡

➡

➡
① 依頼書 ② 申請書

同窓会ホームページより

「選手宣誓」
第99回全国高等学校選手権静岡大会

静岡北高校同窓会ホームページの住所変更ページより
住所変更フォームで手続きを行ってください。住所変更手続き

① ②



　　〇野球部（高瀬　優、丹羽　桃、大村文彦、杉本太輝）　〇サッカー部（千嶋武甲、星野　彰、郷司弘和、寺田彩友美）　〇男子ソフトボール部（冨田慎一、半田達也）
　　〇陸上競技部（西村一彦、武田慧衣子）　〇自転車競技部（山本和中、井上正継、鈴木康平）　〇テニス部（平　淳史、中嶋良太）　〇卓球部（蔭山慶行、漆畑勇紀）
　　〇バドミントン部（佐藤浩市、澤田典男、間宮　健、寺田陸人）　〇男子バレーボール部（小野雅彦、持田拓也）　〇女子バレーボール部（小柳津太郎、赤堀　陽）
　　〇バスケットボール部（佐藤一雅、石田真大）　〇柔道部（大橋久夫、北野雄也、青木宏人）　〇剣道部（佐野敦紀、渡邊史晃）　〇空手道部（高橋晴久、石井孝征）
　　〇合気道部（渡辺芳宏、菊田貴之）　〇チアリーディング部（小林文香、蔭山聡子、山口真理子）　〇ゴルフ部（松村洋介、杉山大祐）　
　　〇吹奏楽部（清水啓文、深田耕暉、岡田莉英、山中由香理）　 〇JRC部（柴田武史、宮嶋昭典）　〇書道部（相澤貴之、山中亮輔）　〇電算部（村田卓久）
　　〇アニメーション部（山川和宏、渡辺　聰）　〇科学部（内野和紀、本多安希雄、前田久留実）　〇囲碁・将棋部（藤本貫太郎、塚本博透）　〇美術部（藤浪英智）
　　〇英語部（恩田皓充、森田笑加　チャールズ・ライト）　〇茶華道部（鉄ゆかり、澤野由香）　〇新聞部（野中規夫） 　〇現代写真研究会（松村洋介） （カッコ内は顧問氏名）
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目
標
に

向
か
っ
て
挑
戦

52
期
生
　
　
　

岩
田
　
雅
也

　

私
は
中
学
校
の
時
に
静
岡
北
高

等
学
校
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
中

に
整
備
士
に
な
る
た
め
の
コ
ー
ス

が
あ
り
自
分
の
な
り
た
い
職
の
た

め
に
毎
日
往
復
30
㎞
を
3
年
間
自

転
車
で
走
り
切
っ
た
。
1
年
に
１

台
自
転
車
を
壊
し
て
で
も
私
は
静

岡
北
高
等
学
校
に
通
う
意
味
は
あ

っ
た
と
、
数
多
く
の
方
々
と
の
出

会
い
を
通
し
て
感
じ
た
。
静
岡
北

高
等
学
校
に
入
り
、
新
た
な
る
出

会
い
が
あ
り
よ
り
一
層
整
備
士
と

い
う
も
の
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
き
静
岡
工

科
自
動
車
大
学
校
に
入
学
し
よ
う

と
決
意
し
た
の
は
高
校
2
年
の
時

で
あ
っ
た
。

　

楽
し
い
高
校
生
活
と
と
も
に
高

専
一
貫
コ
ー
ス
で
少
し
で
も
多
く

の
整
備
方
法
を
学
び
、
今
で
は
静

岡
工
科
自
動
車
大
学
校
の
一
年
生

で
あ
る
。
高
校
で
学
ん
で
い
た
整

備
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
い
う
形

で
授
業
に
励
ん
で
い
る
が
、
今
思

え
ば
高
校
の
時
に
学
ん
だ
整
備
方

法
を
も
っ
と
紙
に
穴
が
あ
く
ま
で

読
ん
で
お
け
ば
な
と
後
悔
す
る
箇

所
も
多
々
存
在
し
て
い
る
。
だ
が

そ
れ
は
そ
れ
で
自
分
の
中
で
は
プ

ラ
ス
に
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
な

ぜ
か
、
今
ま
で
は
や
っ
た
こ
と
の

あ
る
こ
と
や
知
っ
て
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
夏
休
み
を
終
え
て
か
ら

は
や
っ
た
こ
と
の
な
い
も
の
が
増

え
て
い
き
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く

な
る
反
面
、
新
し
い
こ
と
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
喜
び
や
そ
の
整
備

に
携
わ
れ
る
楽
し
み
が
あ
る
か
ら

だ
。
確
か
に
覚
え
る
こ
と
も
そ
の

整
備
方
法
の
や
り
方
を
覚
え
る
ま

で
に
間
違
え
て
整
備
を
行
っ
て
し

ま
っ
た
り
上
手
く
い
か
な
い
こ
と

も
多
く
起
き
る
の
は
重
々
承
知
し

て
い
る
。
自
分
も
同
じ
で
あ
っ
た
、

書
い
て
あ
る
と
お
り
に
整
備
を
進

め
て
も
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
な

ど
多
く
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
失

敗
を
恐
れ
て
何
で
も
挑
戦
し
な
い

の
は
間
違
っ
て
い
る
と
私
は
思
っ

た
。
何
事
も
挑
戦
と
い
う
が
そ
れ

は
全
く
も
っ
て
正
論
だ
と
思
う
。

挑
戦
せ
ず
し
て
何
に
挑
む
と
い
う

の
か
自
分
は
今
こ
の
時
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
、
だ
が
そ
の
残

り
の
時
間
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
に

挑
戦
し
失
敗
し
な
が
ら
覚
え
て
い

け
る
か
を
日
々
考
え
な
が
ら
こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
こ

う
と
思
う
。

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介

ク
ラ
ブ
活
動
実
績

伝
統
の
底
力

〈
運
動
部
〉
〈
文
化
部
〉

〈
運
動
部
の
活
躍
〉

★
空
手
道
部

第
38
回
東
海
地
区
高
等
学
校
空
手
道
競
技
大
会

　

男
子　

団
体
組
手
２
位　

個
人
組
手
２
位
：
渡
邉
龍
翔　

　

女
子　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
組
手
３
位
：
高
橋
可
愛　

第
36
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
空
手
道
競
技
大
会
出
場

　

男
子　

団
体
組
手

　

個
人
組
手　
（
男
）
渡
邉
龍
翔
・
幡
野
克
弥
、（
女
）
高
橋
可
愛

第
63
回
東
海
地
区
総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
大
会

　

男
子　

団
体
組
手
２
位　

個
人
組
手
３
位
：
高
橋
航
大

　
　
　
　

形
５
位
：
間
宮
優
弥　

　

女
子　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
組
手
５
位
：
土
屋
詩
央

全
日
本
空
手
道
連
合
会
東
海
地
区
大
会

　

男
子　

個
人
形　

２
位
：
間
宮
優
弥

　
　
　
　

個
人
組
手
１
位
：
中
根
慶
人　

２
位
：
佐
藤
裕
人

第
13
回
日
本
空
手
道
連
合
会
東
海
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

　

男
子　

個
人
組
手
２
位
：
中
根
慶
人　

形
３
位
：
間
宮
優
弥　

★
自
転
車
部	

第
71
回
国
民
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会

　

1
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
２
位
：
松
本
京
太

　

ス
プ
リ
ン
ト
３
位
：
吉
本
大
生

全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
出
場

　

個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
ス
ク
ラ
ッ
チ
：
青
島
敬
佑

第
64
回
東
海
地
区
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会

　

ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
２
位
：
青
島
敬
佑

　

ケ
イ
リ
ン
３
位
：
簗
田　

龍

　

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
５
位
：
青
島
・
梁
田
・
小
泉

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会
出
場

　

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
：
青
島
・
梁
田
・
小
泉

　

ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
７
位
入
賞
：
青
島
敬
佑

　

ケ
イ
リ
ン
：
簗
田　

龍

第
72
回
国
民
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会
出
場

　

チ
ー
ム
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
・
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

青
島
敬
佑　

★
卓
球
部	

第
69
回
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

　
（
男
）
小
林
佑
旭　
（
女
）
坪
井
美
佑
・
山
梨
真
奈
美

第
57
回
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

　
（
男
）
柴
田　

直
・
長
倉
大
賀
・
宮
城　

開

　
（
女
）
山
梨
真
奈
美
・
小
林
美
沙

〈
文
化
部
の
活
躍
〉	

★
囲
碁
・
将
棋
部	

第
48
回
静
岡
県
高
等
学
校
将
棋
選
手
権　

女
子
団
体
戦　

準
優
勝

　

こ
こ
数
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
将
棋
界
で
す
が
、
本
校

囲
碁
・
将
棋
部
も
毎
日
の
対
局
練
習
と
顧
問
の
戦
術
指
導
で
着
実

に
力
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。
男
子
12
名
、
女
子
3
名
で
文
武
両

道
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

★
写
真
部	

　

現
代
写
真
研
究
会
と
し
て
同
好
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
撮
影
技

術
の
向
上
を
目
指
し
日
々
研
鑽
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
出
品
。各
種
学
校
行
事
や
運
動
部
の
活
躍
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

「
北
風
」
発
刊
は

二
年
に
一
回
に
な
り
ま
す
!!

同
窓
会
の
役
割

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
を
承
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
の
主
な
活
動
と
し
て
、
年
一
回
の
会
報
「
北
風
」
の
発

行
及
び
発
送
を
行
い
、
静
岡
北
高
の
現
状
報
告
や
多
く
の
卒
業
生
の
そ

の
後
の
活
躍
を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
同
窓
会
の
開
催
の
応
援
・
援
助
を
行
い
、
多
数
の
会
員
様
が
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
、
絆
を
強
め
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、
昨
今
の
景
気
の
低
迷
や
家
庭
環
境
の
多
様
化

等
、
就
学
困
難
な
生
徒
が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
国
や
自
治
体

等
様
々
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が
同
窓
会
と
し
て
も

静
岡
北
中
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
さ
ん
の
支
援
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
支
援
の
為
の
資
金
を
確
保
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
こ
の
同
窓
会
報
「
北
風
」
の
発
行
を
二
年
に

一
回
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
「
北
風
」
を
楽
し
み
に
し

て
頂
い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
は
ど
う
か
主
旨
を
ご
理
解
し
て
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年　

第
21
号
か
ら
、
広
く
会
員
の
皆
様
か
ら
広
告

の
募
集
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
年
会
費
と
共
に
ご
理
解
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
よ
り
お
預
か
り
し
た
会
費
、

広
告
料
は
生
徒
及
び
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
て
い
き
ま
す
。

広
告
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

広
告
料　

１
万
円

サ
イ
ズ　

９
㎝
×
２
㎝

校 

長
　
葊
住
　
雅
人

　

同
窓
会
の
皆
様
、
平
成
二
十
九
年
中
は
、
母
校
の

後
援
事
業
に
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
徒
及
び
教
職
員
に
代
わ
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
は
、
三
二
九
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
生
徒
一
，
二
九
〇
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
四
年
連
続
の
定
員
充
足
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
度
も
入
学
生
の
中
に
は
、
皆
様
の
御
子

息
・
御
息
女
や
お
孫
様
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
「
た
す
き
」
の
繋
が
り
を
、
教
職
員
一
同
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。
現
三
年
生
四
八
六
人
は
、
ま
も
な

く
同
窓
会
入
り
を
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
は
、
法
人
そ
し
て
各
所

属
で
「
第
三
次
中
期
計
画
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
年
後
の
姿
・
目
標
を
見
据
え
た
上
で
、

平
成
三
十
三
年
度
ま
で
の
教
育
、
募
集
、
施
設
・
設

備
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。空
手
道
部
、サ
ッ
カ
ー

部
、
自
転
車
競
技
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
野
球
部
の
強
化
も
計
画
に
入
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
候
補
を
輩
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
部

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
誌
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま

す
第
九
十
九
回
高
等
学
校
野
球
選
手
権
静
岡
県
大
会

で
の
「
選
手
宣
誓
」
は
、
大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し

た
。
私
も
球
場
に
足
を
運
び
聞
き
ま
し
た
が
、
立
派

な
選
手
宣
誓
に
球
場
に
い
た
他
校
の
保
護
者
か
ら
も

絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
五
十
四
年
の
歴
史
と

伝
統
に
基
づ
き
、
文
武
に
強
い
静
岡
北
高
校
、
静
岡

北
高
生
に
発
展
・
成
長
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
応
援
と

御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
同
窓

会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多

幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

97歳になる第２代校長金田馨先生と共に
（９月、歌碑の前で）


